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・燃やせないごみに出すものは、陶磁器類やガラス類などです。 

・ライターは中身を使い切って出して下さい。 

・「空き缶」や「スプレー缶」は資源物になりますので、燃やせないごみを減らすと

いう意味でも、適正な分別をお願いします。 

リビング 

風呂・シャワー 

＜例＞シーリングライトの電気料金・消費電力比較 

 

※一般照明用蛍光ランプの製造・輸入は、2027 年までに廃止されます。 

既に使用されている製品の継続使用、廃止日までに製造された製品（在庫）の売り買

い及び使用が禁止されるものではありませんが、家計や環境の事を考え、次に交換す

るタイミングで、蛍光灯から LED 照明に取り替えることを検討してみましょう。 

 

裏面もご覧ください 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

家庭でできる冬場の省エネの取組例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 消費電力 交換時間 １年間あたり 蛍光灯シーリングライトとの比較 

蛍光灯シーリングライト 68W 6,000 時間 3,672 円 消費電力は 50％減！ 
電気代は１年間で約 1,836 円お得！ ＬＥＤシーリングライト 34W 40,000 時間 1,836 円 

回

覧 

/ / / / / / / / / / / / / / / / / 

                 

衛自連 

寒い冬は、暖房などの使用によりエネルギー使用量が増える季節です。あたたか
く過ごすための日常生活での少しの工夫が、資源節約や二酸化炭素排出の削減につ
ながります。地球にやさしい省エネ生活に取り組みましょう。 

燃やせないごみの適正な分別 
 

・エアコンの設定温度は 20℃を目 

安に設定する 

・エアコンは、月に１～２回掃除する 

・厚手のカーテンで外気を遮断する 

・気泡緩衝材を窓に貼って、冷気と結露を防ぐ 

冷蔵庫 

・冷蔵庫は冷やしすぎないよう 

にする（「強」→「中」） 

・冷蔵庫は壁から適切な間隔を 

空けて設置する 

・開閉回数、開閉時間を少なくする 

・こまめにシャワーを止める 

・節水型のシャワーヘッドに取り替える 

・お風呂は間隔をあけずに入り、追 

い焚き回数を減らす 

照 明 

・LED ランプに取り替える 

・照明器具を掃除して本来の明る 

さを取り戻す 

・不要な照明はこまめに消す 

２月は「省エネルギー月間」です 



 
猫によるふん尿や車への被害等の苦情相談が多く寄せられています。周囲の方

への配慮も飼い主の責任です。周囲への迷惑行為を防ぎ、交通事故や猫同士の喧
嘩、感染症から守るためにも、猫は室内で飼いましょう。 

 

 
１匹のメス猫から子猫が生まれ、１年後は合計 20 匹以上になることもありま

す。不妊・去勢手術をすることで多頭飼育を防げたり、病気の感染予防、マーキ
ング行為の減少というメリットもあります。 

 

 
ドアや窓から脱走するなど、もしもの時のために、連絡先を書いた迷子札を首

輪につけたり、マイクロチップを装着させることで、飼い主の元に戻る可能性が
高くなります。 

 

鹿屋市公式ライン二次元コード 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

身勝手な理由で捨てられたり、放し飼いや迷子のまま飼い主が分
からない猫も多くいます。猫と人が共に快適な生活を送るために、
正しい猫の飼い方を知り、責任を持って猫を飼いましょう。 

２月は猫の適正飼養推進月間です 
 

 

室内で飼いましょう 

不妊・去勢手術をしましょう 
 

名札を付けましょう 

「令和８年度 ごみ分別収集カレンダー」は 

３月 1８日から広報誌とあわせて配布します。 

✓ 3 月下旬までにお手元に届かない場合は、お住
まいの町内会、又は鹿屋市生活環境課へお問合
せください。 

✓ 市役所本庁や、各総合支所、出張所、学習セン
ター等でも３月下旬から受け取ることができま
す。 

✓ 鹿屋市のホームページから確認することができ
ます。また、スマートフォンアプリ「かのやラ
イフ」や鹿屋市の LINE 公式アカウントでも確
認することができます。 

見 

本 
（広報誌の中に挟んで配布されることもありますので、ご注意ください。） 

[iＰhone]    ［Android］ 
 かのやライフ用二次元コード 

（衛自連だよりはスマートフォンアプリ「かのやライフ」や、鹿屋市

のホームページからも確認することができます。） 

鹿屋市からの広報 ⇒ 回覧文書（市ＨＰへ） ⇒ 回覧文書ＰＤＦ 

 

デザイン・内容等
は変更になる場合
があります。 
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社会福祉法人鹿屋市社会福祉協議会広報誌社会福祉法人鹿屋市社会福祉協議会広報誌
情報誌

P2	 �鹿屋市社会福祉協議会会長新年のご挨拶
P3	 ��鹿屋市社会福祉協議会会長表彰，九州八県赤十字大会表彰者のご紹介
P4	 『地域の未来を考える会』を開催しました
P5	 ひきこもり等の相談を受け付けています
	 子育ての応援をしていただける方募集中
	 　～鹿屋市ファミリー・サポート・センター～
P6	 教育支援資金貸付のご相談について
P10	 ペットボトルキャップ及びプルタブの寄附受付の終了について

【今回の表紙】
　12月 9日（火），リナシティかの
やにて「地域の未来を考える会」を
開催しました。緑山（寿 1丁目），
寿 2丁目近辺を日々の生活のなかで
見守ってくださっている様々な立場
の方のご出席のもと，地域の現状や
将来像の共有のため意見交換を行い
ました。
■�この写真の関連記事は４ページを
ご覧ください。

ホームページ

地域の　　を考える
未来



　

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
地
域
に

は
高
齢
者
や
認
知
症
の
方
、
障
が
い
を
お

持
ち
の
方
、
生
活
困
窮
者
、
問
題
を
抱
え

る
青
少
年
な
ど
支
援
を
必
要
と
す
る
人
た

ち
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ

れ
だ
け
に
地
域
福
祉
へ
の
ニ
ー
ズ
も
年
と

と
も
に
増
え
て
き
て
お
り
、
社
会
福
祉
協

議
会
へ
の
関
心
も
今
ま
で
以
上
に
高
ま
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

課
題
を
抱
え
て
お
ら
れ
る
方
の
中
に
は
、

自
ら
声
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
方
も
あ
れ
ば
、

誰
に
、
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
か
分
か

ら
ず
に
我
慢
し
て
お
ら
れ
た
り
、
引
き
こ

も
っ
て
お
ら
れ
た
り
し
て
い
る
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

地
域
に
住
む
人
た
ち
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は

そ
こ
に
住
ん
で
い
る
一
人
一
人
が
、
地
域

の
課
題
を
他
人
事
で
な
く
我
が
こ
と
と
し

て
受
け
止
め
、
お
互
い
に
支
え
合
い
豊
か

に
生
き
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
地
域

社
会
の
在
り
方
で
す
。
国
が「
地
域
共
生
社

●	

多
様
化
、
複
雑
化
す
る

	

地
域
福
祉
の
課
題

委
員
の
方
々
と
協
力
し
な
が
ら
相
談
支
援
、

参
加
支
援
、
地
域
づ
く
り
の
支
援
な
ど
個

別
の
支
援
と
地
域
づ
く
り
の
支
援
を
一
体

的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
鹿
屋
市
に
労
働
力
と
し
て
、
あ

る
い
は
技
能
取
得
の
た
め
に
来
て
お
ら
れ

る
外
国
籍
の
方
々
が
安
心
し
て
鹿
屋
の
地

域
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
民
生
委
員
と

一
緒
に
な
っ
て
各
地
域
で
ワ
ー
ル
ド
サ
ロ
ン

も
開
催
し
て
い
ま
す
。
大
変
喜
ば
れ
感
謝

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

高
齢
者
の
買
い
物
支
援
、
認
知
症
の
方

の
支
援
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
、
こ
ど

も
食
堂
の
問
題
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
方

の
支
援
等
、
こ
れ
ら
の
複
雑
・
複
合
的
な
課

題
を
、
町
内
会
、
地
域
福
祉
協
議
会
、
行

政
機
関
、
医
療
機
関
、
弁
護
士
、
社
会
福

祉
法
人
、
企
業
な
ど
様
々
な
組
織
団
体
と

連
携
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
生
か

し
な
が
ら
攻
め
の
姿
勢
で
地
域
福
祉
の
課

題
解
決
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
加

え
て
、
地
域
福
祉
の
新
し
い
テ
ー
マ
に
も
、

若
い
職
員
た
ち
の
知
恵
を
生
か
し
な
が
ら
、

積
極
果
敢
に
仕
掛
け
を
し
て
地
域
福
祉
の

充
実
に
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

昨
年
は
、
線
状
降
水
帯
に
よ
る
大
雨
で
、

霧
島
市
や
姶
良
市
で
橋
が
流
さ
れ
た
り
民

家
が
倒
壊
し
た
り
す
る
大
き
な
災
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
県
社
協
か
ら
の
要
請
も
あ

り
、
鹿
屋
市
社
協
か
ら
は
約
３
ヶ
月
間
に

渡
っ
て
延
べ
48
人
の
職
員
が
日
替
わ
り
で

● �
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の

派
遣

会
」の
実
現
を
強
く
求
め
て
い
る
所
以
も
こ

こ
に
あ
り
ま
す
。

　

生
活
に
困
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
相
談

に
来
ら
れ
る
ま
で
待
っ
て
い
る
福
祉
で
は

い
つ
ま
で
も
課
題
の
解
決
は
で
き
ま
せ
ん
。

私
は
あ
る
方
に「
空
気
に
爪
を
立
て
よ
、
何

も
し
な
け
れ
ば
何
も
生
ま
れ
な
い
。
た
だ

淀
む
だ
け
腐
る
だ
け
。」
と
叱
咤
激
励
さ
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
机
上
で
パ
ソ
コ
ン

に
し
が
み
つ
い
て
い
て
は
地
域
の
福
祉
の

課
題
は
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
足
し
げ
く
地

域
に
出
向
い
て
肌
で
地
域
の
方
々
と
触
れ

合
う
こ
と
な
し
に
は
地
域
の
福
祉
の
課
題

は
つ
か
め
な
い
し
解
決
も
難
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
私
は
こ
と
あ
る
ご
と
に
職
員

に「
飛
び
出
せ
社
協
！
」、「
答
え
は
地
域
に

あ
る
！
」
と
ハ
ッ
パ
を
か
け
て
い
ま
す
。
今

年
か
ら
市
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
て
各

地
域
に
11
名
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
い
た
し
ま
し
た
。
地
域
の
様
々

な
会
合
に
も
参
加
し
て
、
町
内
会
や
民
生

●	
知
恵
を
出
し
合
い

	
仕
掛
け
て
い
く
攻
め
の
福
祉

新
年
の
ご
挨
拶

社
会
福
祉
法
人

鹿
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
　
宮
下  

昭
廣

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
心
新
た
に
令
和
八
年
の
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
に
な
っ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
本
年
も
鹿
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
と
活
動
に
ご
理
解

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

霧
島
市
、
姶
良
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
運
営
を
応
援
し
ま
し
た
。
困
っ
た

と
き
は
お
互
い
様
で
す
が
、
地
元
で
の
災

害
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
を
祈
り
つ
つ
も
、

い
ざ
と
い
う
と
き
の
対
応
に
つ
い
て
貴
重

な
体
験
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

地
域
福
祉
の
課
題
が
複
雑
化
・
複
合
化

し
て
い
る
今
日
、
今
、
社
協
に
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
、
社
協
の
職
員
一
人
一
人

が
地
域
の
困
っ
て
い
る
人
た
ち
に
心
か
ら

寄
り
添
い
、
攻
め
の
姿
勢
で
地
域
福
祉
の

課
題
解
決
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
で
す
。
こ
の
一
年
も
全
職
員
が
気
持

ち
を
一
つ
に
し
て
地
域
の
皆
様
の
幸
せ
の

た
め
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
健

康
で
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念

申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

待
ち
の
福
祉
か
ら 

攻
め
の
福
祉
へ

会長挨拶動画
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10 月４日（土）に開催された「令和７年度鹿
屋市福祉まつり」表彰式典において，長年にわ
たって地域福祉に貢献された１個人４法人５団
体と福祉・ボランティア作文コンクール受賞者
に表彰状の授与が行われました。併せて同コン
クールで最優秀賞を受賞した平野日葵さんの作
文朗読発表も行われました。

鹿屋市社会福祉協議会会長表彰

◎福祉・ボランティア作文コンクール受賞者（敬称略）
部　　門 区　分 氏　　　名 学　校　名 学年

小学校　１～２年生の部 最優秀賞 北　山　世　羅 笠野原小学校 １年

小学校
３～６年生の部

最優秀賞 高　尾　琳　暖 田崎小学校 ６年
優　秀　賞 水　口　結　茉 西原台小学校 ５年
優　秀　賞 川　路　千　晴 田崎小学校 ６年

中学生の部
最優秀賞 平　野　日　葵

輝北中学校
２年

優　秀　賞 川　畑　優　羽 ３年
優　秀　賞 田　嶋　祐寿喜 大姶良中学校 ２年

高校生の部
最優秀賞 濵　田　涼　乃

鹿屋女子高等学校
２年

優　秀　賞 山　元　こなつ １年
優　秀　賞 水　口　愛　喜 ２年

北山　世羅 さん

平野　日葵 さん

（１）ボランティア個人
個人名 﨑　山　俊　一 表彰功績 過去7年以上にわたり率先してボランティア活動等を行っている。

（２）ボランティア団体

団体名

社会福祉法人 恵仁会 社会福祉法人 永生会
社会福祉法人 以和貴会 社会福祉法人 岳風会
株式会社 倉府食品 まるごみ大隅実行委員会
株式会社 アンカー大隅事業所 いどばた会

表彰功績 過去 7年以上にわたり率先してボランティア活動等を行っている。

（３）社会福祉功労団体

団体名 オレンジの会 表彰功績 地域住民により自主的に組織され運営されている任意団体で，過
去７年以上にわたり積極的な地域福祉活動を行っている。

◎鹿屋市社会福祉協議会会長表彰受賞者（敬称略）

令和７年度 九州八県赤十字大会表彰者のご紹介
　令和７年 11 月 13 日（木），鹿児島市の川商ホール（鹿児島市民文化ホール）において，日本赤十字社
名誉副総裁三笠宮寛仁親王妃信子殿下ご臨席のもと，令和７年九州八県赤十字大会が挙行され，鹿屋市から
は以下の個人・団体が受賞されました。（敬称略）

表　　彰　　名 受賞者・受賞団体
金 色 有 功 章 有限会社白水電器水道設備

銀 色 有 功 章

長　嶺　三　郎
増　満　房　子
インフラテック株式会社 大隅営業所
石倉汽船有限会社

日本赤十字社 社長感謝状 永　瀨　エイ子
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12 月 9日（火），リナシティかのやにて「地域
の未来を考える会」を開催しました。
この会は，地域住民同士の交流・参加・学びの
機会を生み出すために「人と人」「人と居場所」を
繋げ，地域住民や多様な主体との対話を通しなが
ら地域の現状や将来像の共有を図るとともに，多
様な価値観を尊重しながら地域での共創を推進す
ることを目的に行われました。

今回，緑山（寿 1丁目），寿 2丁目近辺を対象とし，町内会長，民生委員，鹿屋農業高等学校，朋愛
会，鹿屋寿郵便局，まいにち交通，南日本新聞鹿屋第一営業所，出水田鮮魚の皆様の参加をいただき，「交
通や買い物について」と「見守りや孤独死について」の 2つのテーマで意見交換を行いました。
参加者からは，「様々な立場から意見を聞くこと
が明るい未来につながると思う」 「若い方（高校生）
の柔軟な考え方を取り入れることで，改善・克服
していくような兆しが見えた」 「未来のことを考え
るとネガティブになりがちだが，高校生が入って
いることでポジティブな未来が見えた」といった
感想があがりました。
当会では，今後もこのような会を通じて，より
よい地域づくりの推進を図っていきます。

『地域の未来を考える会』を開催しました

№ 助成団体名 事業内容
1 川西町工業通り班を明るくする会 粗大ゴミ等回収処分
2 名貫町壮青年部 年末粗大ごみ収集
3 ひまわりサロン クリスマス会
4 ひまわり２ ぜんざい会
5 笠之原町町内会 クリスマスイルミネーション
6 花岡町内会 クリスマス会（地域住民交流）
7 岡崎上町内会 鬼火焚き
8 中山上町内会 中山上町内会新年会
9 富ヶ尾中央町内会 餅つきの会交流

10 としちゃん塾 としちゃん塾感謝祭
11 浜の家 オレンジカフェサロン浜の家
12 上祓川運動サロン 年末そば打ち
13 古前城町町内会 ひとり暮らし高齢者，障がい者等への巻きずし配付
14 新栄町町内会 親睦もちつき大会
15 池園町内会 三世代交流そば打ちと餅つき
16 川東町内会 そば打ち大会
17 岡崎東西町内会 鬼火焚き
18 札元 1 丁目町内会 三世代交流門松づくり
19 特定非営利活動法人マザリープロジェクト クリスマス交流
20 吾平男塾 男塾での「門松」づくりと地域関係先への寄贈による融和・共生
21 松橋はとぽっぽの会 お餅づくり交流
22 永野田町内会 年越しそば打ち教室

№ 助成団体名 事業内容
23 寿 5・6 丁目町内会 ふれあい餅つき大会
24 大浦げんき会 暖房器具購入
25 天神町内会 しめ縄づくり
26 茶のん家もりあげ隊 歳末鏡餅づくり
27 大姶良西茶のん⤴ 高齢者ひきこもり防止
28 下名西町内会 3 団体交流事業（町内会・子ども会・高齢者クラブ）
29 札元 2 丁目町内会 ・餅つきそば打ち大会

・サンタさんがお家にやって来る

30 下名東町内会 鬼火焚き
31 松橋すずめクラブ ぜんざい振舞い会
32 小薄ふれあいいきいきサロン 小薄そば打ち
33 十三塚町内会 十三塚，下方限合同クリスマス交流
34 泉ヶ丘町内会 粗大ごみの回収
35 泉ヶ丘子ども会 クリスマス会
36 柏木ふれ愛サロン ひとり暮らし高齢者見守り
37 寿 3 丁目きばいもんそ会 年末年始の有償ボランティア
38 寿 3 丁目町内会 伝統行事継承事業
39 西祓川町内会 年末恒例高齢者宅訪問活動
40 大塚原子ども育成会 クリスマスイルミネーション
41 下小原町内会 独居高齢者宅，声かけ見守り訪問活動
42 輝北町平南町内会 鬼火焚き
43 だいだいさん 交流正月遊び

地域のための活動をありがとうございます

【街頭募金】
　12月１日（月）～２日（火），「地域歳末たすけあい募金」街頭募金を実施しました。
　当日は，市内16店舗と募金運動ボランティア約250名の皆様のご協力をいただき247,386円の募金が寄せられ
ました。心あたたまる募金をありがとうございました。
　この募金は，年末年始に町内会等で行われる歳末たすけあい助成事業等の一部として活用させていただきました。
【歳末たすけあい助成事業】
　鹿屋市社会福祉協議会では，新たな年を迎えるにあたり，「地域のたすけあいや支えあい活動など住民の主体的な参加によって支
えられている地域福祉活動」を支援するために，この事業を実施し，下記の43団体に助成金，総額1,040,000円を交付しました。

街頭募金と地域を良くする活動

社協だより. 2026 4



子育ての応援をしていただける方 募 集 中
～ 鹿屋市ファミリー・サポート・センター ～

鹿屋市ファミリー・サポート・センターでは，子育てのお手伝いを頼みたい方（利用会員）と，
お手伝いをしたい方（サポート会員）が会員となり，地域で子育ての助け合いを行っています。
◆会員になるためには，センターが実施する講習会を受講する必要があります。

地域助け合いボランティアであるファミリーサポートに参加したい方のお申込みをお待ちし
ています。
♥　料理が得意なので，子育ての応援に活かしたい！
♥　買い物のお手伝いならできそう…！
♥　短時間の預かりをしてみたい！　などなど

【問合せ・申込み先】鹿屋市社会福祉協議会　地域福祉課　☎ 0994-44-2277

サポート会員になるための講習会のご案内
日　　時　2月 8日（日）9：30～ 12：30（受付 9：00～）
場　　所　リナシティかのや 2階　情報研修室
申込方法　右記二次元コードまたは下記までご連絡ください。
申込期限　2月 5日（木）	 ＊当日託児を希望する場合は 1月 29日（木）まで
	 ＊託児は 0歳児から 5歳児までが対象となります。
定　　員　30名

◆�活動に関して，センターは利用会員とサポート会員のマッチングを行ったあと，事前顔合わせを
します。
◆サポート会員は有償のボランティアです。

申込用
二次元コード

ひきこもり等の相談を受け付けています
◆なんとなく不安なことがある
◆仕事や人間関係がうまくいかない
◆親の年金で生活していてこの先が不安　など

相談はこちらへ
電　話　0994-44-2277（地域福祉課）	 来　所　リナシティかのや２階 鹿屋市社会福祉協議会
メール　r-ichiki@kanoyasyakyou.jp	 訪　問　ご自宅等へ訪問も可能です
相談受付時間
　　　　9：00～ 16：00（月～金曜日）
　　　　※土・日・祝日・年末年始（12月 27日～ 1月 4日）はお休みです。

場所
リナシティかのや２階
社会福祉協議会相談室

毎月第２火曜日
13：00～16：00

相談会（予約制）

ひきこもり・
孤独・孤立

秘密厳守

無　料

こちらから
相談ができます ▼

まずはご連絡く
ださい。

すぐに相談
したい方！

そんな心配
話してみませんか？

社協だより. 2026　　　　5



教育支援資金貸付のご相談について

1 教育支援費（就学のための学費等）

2 就学支度費（入学金・教科書代・制服代等）

※�他法他制度が利用できる場合には貸付対象

とならない場合があります。

※�貸付には鹿児島県社会福祉協議会の審査が

必要になります。審査には一定の時間を要

しますので，進学をお考えの方はお早めに

ご相談ください。

教育支援資金の貸付対象世帯・種類等

【問合せ先】
鹿屋市向江町 29 番 2 号

（鹿屋市社会福祉会館内）

生活支援課【生活福祉資金担当】

☎ 0994-44-2663

市民とともに考えた身寄り問題のこれから
　 11 月 20日（木），鹿屋市社会福祉会館にて，鹿
屋市民を対象とした権利擁護講座を開催しました。
当日は 52名の市民の方が参加され，講座ではNPO
法人やどかりプラス理事長の芝田 淳 氏に，「成年後
見制度」や，「身寄り問題」などについて，実際の
取組事例を交えながらわかりやすくご講義をいただ
きました。参加した市民の方からは「地域とのつな
がりが希薄化する中で身寄り問題に対する取組は今
後大切であると感じた」との声がありました。
　当会では，今後も市民の権利擁護の理解促進に向
けた啓発活動に取り組んでまいります。

● 生活支援課（権利擁護推進センター）　☎ 0994-44-1968

市民後見人の専門性を磨く “学びの場” を継続開催しました！
　当会では，市民後見人養成講座の修了者を対
象に，市民後見人として必要な専門性を深める
ことを目的として，12月17日（水）に鹿屋市
社会福祉会館にて，市民後見人フォローアップ
研修を開催しました。
　研修では「意思決定支援」をテーマに司法書

士の宇都 明子 氏にご講義いただきました。
　当会においては，今後も定期的なフォローアッ
プ研修等を通じて，市民後見人の活動支援の充
実に努めてまいります。
●生活支援課（権利擁護推進センター）
　 ☎ 0994-44-1968

社協だより. 2026 6



みんなで囲もう、おいしいごはん！

企業
団体
個人
どなたで

も
寄附金 食 材

等

鹿 屋 市
子ども食堂
鹿屋市のこども食堂の
応援をお願いします！

支援金や食材等寄附の相談は
鹿屋市社会福祉協議会【☎ 0994-44-2277】まで
当会が , 鹿屋市内で活動しているこども食堂へ分配等をいたします。

こども食堂一覧

社協だより. 2026　　　　7

オレンジカフェ・きほくオレンジカフェ・きほく
を開催しましたを開催しました

「星のふるさと輝北まつり」で「星のふるさと輝北まつり」で
社協の活動紹介社協の活動紹介

11 月 9 日（日），輝北運動場にて開催された「星
のふるさと輝北まつり」に，当会もブースを出展
して参加しました。

当会のブースでは，活動紹介パネル展示コー
ナーや，貸出用のレクリエーション用具（輪投げ，
スカットボール）の体験コーナーを設け，当日，
多くの皆様にご利用いただきました。

このイベントの参加を通して，多くの皆様に当
会活動の理解と関心を深めていただく大変有意義
な機会となりました。
● 輝北支所　☎ 099-468-0777

12 月 17 日（水），輝北ふれあいセンターで認知
症の方やそのご家族及び地域住民の交流を目的に，

「オレンジカフェ・きほく」を開催しました。
講師には，個人ボランティアの脇田様ご夫妻をお

招きし，琉球三線の演奏をご披露いただきました。
参加者の皆さんは琉球三線の音色を楽しみながら交
流を深められました。「オレンジカフェ・きほく」は，
輝北ふれあいセンターにて毎月第 3 水曜日に開催し
ておりますので，ぜひお気軽にお立ち寄りください。
●輝北支所	 鹿屋市輝北町上百引 2100-1
	 （輝北ふれあいセンター内）
	 ☎ 099-468-0777

吾平福祉ふれあいフェスタ吾平福祉ふれあいフェスタ
を開催しましたを開催しました

12 月５日（金），湯遊ランドあいらにて高齢者
クラブ会員，民生委員児童委員，サロン活動に参
加されている人々が，楽しく元気に暮らせる地域
を目指し，相互の交流を推進することを目的に，
ふれあいフェスタを開催しました。

太鼓や踊り，読み聞かせなどサロン活動の成果
発表や「シニア音楽療法」などが行われ，身も心
もほっこりと温かくなるような会場の雰囲気でし
た。参加された方々も笑顔いっぱいで帰られまし
た。
● 吾平支所　☎ 0994-58-8860



鹿
屋
市
の
地
域
福
祉
の
推
進
に

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■
社
会
福
祉
法
人 

愛
光
会

　
・
障
害
者
支
援
施
設 

桜
町
学
園

　
・
障
害
者
支
援
施
設

　
　
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ホ
ー
ム
い
い
ぐ
ま

　
・
障
害
者
支
援
施
設 

和
光
学
園

　
・
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

ラ
ン

■
有
限
会
社 

天
野
電
装

■
株
式
会
社 

有
馬
工
業

■
株
式
会
社 

伊
東
商
会

■
有
限
会
社 

井
之
上
電
器

■
社
会
福
祉
法
人 

以
和
貴
会

■
株
式
会
社 

宇
都
電
設

■
社
会
福
祉
法
人 

永
生
会

　

 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

慈
恵
園

■
医
療
法
人
徳
洲
会 

大
隅
鹿
屋
病
院

■
医
療
法
人
お
ば
ま
会 

小
浜
歯
科
医
院

■
か
さ
も
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

■
公
益
社
団
法
人 

鹿
屋
市
医
師
会

■
一
般
社
団
法
人 

鹿
屋
市
歯
科
医
師
会

■
鹿
屋
市
薬
剤
師
会

■
上
谷
田
建
設
株
式
会
社

■
肝
付
吾
平
町
農
業
協
同
組
合

■
医
療
法
人 

桑
波
田
産
婦
人
科

■
小
鹿
酒
造
株
式
会
社

■
国
基
建
設
株
式
会
社

■
株
式
会
社 
鹿
屋
寿
自
動
車
学
校

■
合
同
会
社 JustaLittle

■
株
式
会
社 

セ
ブ
ン
プ
ラ
ザ

■
そ
お
鹿
児
島
農
業
協
同
組
合 

輝
北
支
店

■
有
限
会
社 

高
山
電
気

■
鶴
田
建
設
株
式
会
社

■
寺
岡
行
政
書
士
事
務
所

■
社
会
福
祉
法
人 

天
上
会

■
社
会
福
祉
法
人 

鹿
屋
恵
友
会

　

 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

花
岡
の
里

■
パ
ー
パ
ス
ワ
ン

■
医
療
法
人
青
仁
会

　
・
池
田
病
院

　
・
介
護
老
人
保
健
施
設

　
　
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
ひ
だ
ま
り

■
有
限
会
社 

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ネ
サ
キ

■
株
式
会
社 

丸
正
電
器
商
会

■
株
式
会
社 

森
建
設

■
株
式
会
社 

森
元
ク
リ
ー
ン

■
社
会
福
祉
法
人 

福
泉
会

　

 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

悠
々

■
社
会
福
祉
法
人 

友
心
会

　

 

障
害
者
支
援
施
設 

ゆ
ら
り
（
３
口
）

■
社
会
福
祉
法
人
岳
風
会 

陵
北
荘

■
社
会
福
祉
法
人 

愛
光
会

　
・
児
童
発
達
支
援
事
業 

お
ひ
さ
ま
キ
ッ
ズ

　
・
福
祉
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー 

あ
い

■
有
限
会
社 

江
口
測
量
設
計

■�

株
式
会
社 

カ
ク
イ
ッ
ク
ス
ウ
ィ
ン
グ

鹿
屋
営
業
所

■
鹿
児
島
き
も
つ
き
農
業
協
同
組
合

■
有
限
会
社 

鹿
屋
経
理
セ
ン
タ
ー

■
鹿
屋
市
保
育
会
（
事
務
局
）（
37
口
）

■
有
限
会
社 

ク
ラ
シ
ョ
ウ

■
有
限
会
社 

ア
ク
シ
ス
三
昧
堂

■
三
和
物
産
株
式
会
社

■
た
ん
ぽ
ぽ
ク
リ
ニ
ッ
ク 

院
長 

有
村
俊
寛

■
茶
の
ん
家

■
坪
水
醸
造
株
式
会
社

■
医
療
法
人
清
渓
会 
寺
崎
皮
膚
科

■
遠
矢
司
法
書
士
事
務
所

■
医
療
法
人
和
敬
会 

介
護
老
人
保
健
施
設

　

 

ハ
ー
モ
ニ
ー
ガ
ー
デ
ン

■
株
式
会
社 

坂
東
島
運
輸

■
税
理
士
法
人 

風
呂
井
会
計

■
株
式
会
社 

別
府
商
会

■
宝
徳
技
建
有
限
会
社 

津
崎
方
靖

■
株
式
会
社 

ホ
ン
ダ
販
売
鹿
児
島
東

■
医
療
法
人 

前
田
内
科

■
有
限
会
社 

松
園
商
事

■
株
式
会
社 

南
日
本
銀
行
鹿
屋
支
店

■
メ
デ
ィ
フ
ー
ヅ

■
公
益
社
団
法
人 

い
ち
ょ
う
の
樹

　

 

メ
ン
タ
ル
ホ
ス
ピ
タ
ル
鹿
屋

■
リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
鹿
屋
営
業
所（
４
口
）

　
合
計
115
口

　
・
特
別
会
員　
　
43
口

　
・
団
体
会
員　
　
66
口

　
・
匿
名　
　
　
　
６
口

特
別
会
員
（
一
口
１
万
円
）

　
令
和
7
年
度
鹿
屋
市
社
会
福
祉
協
議

会
の
会
費
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

団
体
会
員
・
特
別
会
員
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
掲
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、
会
員
様

の
承
諾
を
い
た
だ
い
た
方
の
み
と
し
て

お
り
ま
す
。

　
令
和
７
年
12
月
20
日
現
在

＊
五
十
音
順
・
敬
称
略

団
体
会
員
（
一
口
３
千
円
）

社協だより. 2026 8



【社会福祉協議会への寄附金のお願い】
　鹿屋市社会福祉協議会では，年間を通じて寄附金のご協力をお願いしています。
　当会は，社会福祉法に位置付けられた「地域福祉を推進する中核的な団体」として，
市民の皆様や地域の関係者と連携・協働し，様々な地域福祉活動を展開しております。
　皆様からお寄せいただきました寄附金は，会費とともに本会の地域福祉活動の財源
として，有効に活用させていただきます。
【寄附金に関する問合せ先】総務課　☎ 0994-44-2951

福祉プラザロビーの紹介
　鹿屋市社会福祉協議会では，皆様のご協力を頂きながら，地域福祉活動の推進を目的に様々な
事業や活動に取り組んでいます。
�　現在，リナシティかのや（２階）福祉プラザロビー内に，当会で取り組んでいる活動の様子を写
真等を用いて展示しています。お近くに来られる機会がありましたら，どうぞお立ち寄りください。

　鹿屋市社会福祉協議会では，昨年９月から 11 月にかけて５講座（３回
シリーズ）を開催し，15 回で延べ 510 名の方に受講していただきました。
　講座の様子や受講された皆様の感想をご紹介します。

地域公益事業
楽しい遊びで

からだ元気講座

鹿児島県レクリエーション協会
指導員　中村 美智子 氏
指導員　鎌田 泰代 氏
指導員　齊野平 聡 氏

講師

楽しい時間でした。若
くなった気分です。

�毎回楽しい
講座で心も
豊かになり
ました。

つぼと健康講座
鹿児島鍼灸専門学校
同窓会会⻑　泊　平八郎 氏

講
師

シニア向け音楽療法講座
日本音楽療法学会認定
音楽療法士　坂中 慈子 氏

講
師

傾聴講座

公証役場の役割を知る講座
鹿屋公証役場
公証人　豊田 英一 氏

講
師

（一社）かごしまメンタルキャリアパートナー
代表理事　江並 智子 氏

講
師

�初 め て こ の 様 な
講座に参加しまし
た。傾聴は普段の
生活や仕事にも役
立つと思った。

終活を行うう
えで欠かせな
い講座で大変
有意義でした。

�脳トレ的な要
素が多く楽し
く歌うことが
できました。
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皆
様
の
善
意
に
感
謝

社協活動のPRや情報の発信をしています。

社協ホームページ 社協公式LINE インスタグラム

　
寄
附
金
・
寄
贈
品
等
を
お
届
け
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
に
心
か
ら
感
謝
し
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（�

令
和
７
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
12
月
20
日
ま

で
の
受
付
分
）	

　
※
敬
称
略

■
寄
附
金

・
鹿
屋
星
カ
ラ
オ
ケ
教
室	

５
万
円

・
松
澤
利
久	

金
額
は
希
望
に
よ
り
未
掲
載

・
ピ
ュ
ア
グ
リ
ー
ン	

３
万
円

・
匿
名
５
件	

95
万
円

■
物
品
寄
贈

・
池
園
町
内
会	

米
・
も
ち
米	
各
1
俵

・
㈲
高
山
電
気	

飲
料
・
菓
子
・
素
麺
・
カ
ッ
プ
麺
等

・
樋
口
和
朗	

米	

１
俵

・
連
合
大
隅
地
域
協
議
会

	

米	

2
俵

・
匿
名
17
件	

米
・
か
ぼ
ち
ゃ
・
野
菜

	

ア
ル
フ
ァ
ー
米

	

非
常
用
保
存
食
・
卵

	

カ
レ
ー
ス
ー
プ
・
紙
お
む
つ

	

ラ
ン
ド
セ
ル

	

シ
ル
バ
ー
カ
ー
・
毛
布

■
令
和
７
年
８
月
６
日
か
ら
の
大
雨
災
害
義
援
金

（
鹿
児
島
・
熊
本
）

・
市
役
所
義
援
金
箱	

１
５
１
，
１
８
６
円

・
社
会
福
祉
協
議
会
義
援
金
箱	

５
，
９
１
４
円

・
匿
名	

３
０
，
０
０
０
円

■
令
和
７
年
11
月
18
日
か
ら
大
分
市
佐
賀
関
の

　
大
規
模
火
災
義
援
金

・
匿
名	

３
０
，
０
０
０
円

■
赤
い
羽
根
共
同
募
金

・
街
頭
募
金
（
市
内
16
ヶ
所
）

　

10
月
1
日
実
施
分	

２
５
７
，
４
５
６
円

・
旭
原
同
好
会	

１
６
，
２
６
８
円

・
田
崎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場 

募
金
箱	

３
，
３
６
５
円

・
肝
属
地
区
保
護
区
保
護
司
会	

２
５
，
３
０
８
円

・
市
内
小
・
中
・
高
校（
34
校
）	

２
３
５
，
４
０
０
円

・
鹿
屋
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会	

１
４
３
，
２
３
９
円

・
鹿
屋
市
医
師
会	

１
０
０
，
０
０
０
円

■
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

・
街
頭
募
金
（
市
内
16
ヶ
所
）

　

12
月
1
・
2
日
実
施
分	

２
４
７
，
３
８
６
円

・
社
会
福
祉
法
人 

以
和
貴
会	

５
７
，
０
０
０
円

・
葬
儀
の
イ
シ
ダ	

４
，
８
３
４
円

■
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
売
却
益
を
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

・
川
西
こ
ど
も
食
堂 

ば
あ
ち
ゃ
ん
家

・
と
し
ち
ゃ
ん
塾

・
お
じ
ゃ
っ
た
も
ん
せ

・
西
原
4
丁
目
町
内
会 

婦
人
部

・
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
ス
マ
イ
ル
工
房　

パ
ス
タ
カ
フ
ェ
ド
リ
ィ

・
串
良
商
業
高
校

・
鶴
羽
町
内
会

・
花
岡
町
内
会

・
白
水
町
内
会

・
北
花
岡
町
内
会

・
花
岡
地
区
公
民
館

・
第
一
鹿
屋
幼
稚
園

※�

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
寄
附
に
伴
う
広
報
誌

へ
の
掲
載
は
、
複
数
回
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
場
合
で

も
年
一
回
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

～ホームヘルパー・看護師募集～

【募集職種】①ホームヘルパー（訪問介護）　②看護師（訪問入浴介護）
【勤務形態】登録型職員
【資　　格】①介護福祉士またはホームヘルパー 1級・2級で普通自動車免許保持者
　　　　　　②正看護師または准看護師で普通自動車免許保持者
【賃　　金】①1,050円～ 1,380円　②1,100円～ 1,380円（各種手当については別途支給）

　鹿屋市社会福祉協議会では利用者に寄り添い，地域の暮らしを支える仲間を募集しています。

ご興味のある方は生活支援課（☎0994-42-7188）までご連絡ください。

ワ
ク
チ
ン
接
種
支
援
に
係
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ

プ
及
び
プ
ル
タ
ブ
に
つ
い
て
は
、

令
和
８
年
３
月

令
和
８
年
３
月
3131
日
を
も
ち
ま
し
て
寄
附
受
付
を

日
を
も
ち
ま
し
て
寄
附
受
付
を

終
了
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

終
了
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

理
由
と
し
て
は
、
キ
ャ
ッ
プ
な
ど
の
寄
附
受
付
・
保
管
量
の
増
加
に
よ
る
事
務
作

業
負
担
が
増
え
た
こ
と
や
、
以
前
よ
り
キ
ャ
ッ
プ
等
の
売
却
単
価
が
下
が
り
、
回

収
量
に
見
合
っ
た
十
分
な
売
却
益
を
得
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ

り
、
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
寄
附
受
付
を
終
了
す
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
こ
れ
ま
で
、
回
収
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
の
善
意
に
厚
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。（
詳
し
く
は
、
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

重
要
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多
く
の
皆
様
方
の
善
意
に

　
　
　
　
　
　
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
鹿
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
皆
様
方
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
善
意
を
市
民
の
皆
様
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
大

切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
本
紙
へ
の
掲
載
に
つ
い
て
は
、
寄
附
者
の
承

諾
を
い
た
だ
い
た
方
の
み
と
し
て
お
り
ま
す
。

香
典
返
し
寄
附
金
受
付
名
簿　
令
和
七
年
十
月
一
日
～
令
和
七
年
十
二
月
二
十
日　

九
十
件　

七
二
二
、〇
〇
〇
円　
（
う
ち
匿
名
希
望　

十
九
件　

一
四
五
、〇
〇
〇
円
）（
上
段
・
寄
附
者
名　

下
段
・
故
人
名　

敬
称
略
）

松　

元　

孝　

夫

宮　

地　

進　

也

岩　

倉　
　
　

勉

小　

　

安　

土

松　

山　

良　

一

妹　

尾　

富　

子

神　

田　

隆　

夫

森　

下　

正　

章

瀬　

筒　

研　

一

内　

田　

ア
ヤ
子

松　

井　

清　

巳

久　

保　

京　

子

松　

下　

德　

二

市　

耒　
　
　

学

鶴　

田　

き
み
子

伊
地
知　
　
　

学

原　

武　

猛　

男

古　

江　
　
　

貴

野　

添　

宗　

治

内　

村　

匡　

宏

清　

水　

一　

男

有　

島　

美
代
子

中　

村　

道　

雄

下　

名　

重　

人

郷　

原　

鑑　

孝

前　

原　

啓　

子

宮　

地　

ハ
ル
エ

岩　

倉　

虎　

市

小　

　

ク　

ミ

松　

山　

松　

則

妹　

尾　

忠　

文

神　

田　

紀　

子

森　

下　

修　

一

瀬　

筒　

清　

子

内　

田　

静　

雄

松　

井　

ツ
ル
カ

久　

保　

正　

人

松　

下　

糸　

惠

市　

耒　

絹　

子

鶴　

田　

正　

治

伊
地
知　

ヨ
シ
子

原　

武　

左
那
美

古　

江　
　
　

矢

野　

添　

泰　

寛

内　

村　

邦　

子

清　

水　

フ
ヂ
子

有　

島　

正　

之

中　

村　

繁　

子

下　

名　

良　

子

郷　

原　

四　

雄

園
屋
敷　

政　

昭

竹　

内　

貴　

子

山　

下　

マ
サ
子

梅　

北　

ま　

み

小　

牧　
　
　

太

税　

所　

順　

子

本　

田　

智　

子

小　

田　

眞
佐
子

堀　

内　

悦　

子

比
知
黒　

み
よ
子

畑

中

健

二

山　

口　

き
よ
美

豊　

重　

よ
し
子

小　

牧　

智　

子

入　

佐　

千　

秋

前　

田　

ユ　

キ

金　

沢　

隆　

志

中　

倉　

伸　

子

永
島
田　

タ　

ミ

笹　

山　

ル
リ
子

田　

中　

喜
代
子

江　

口　

昭　

一

久
保
田　

友　

江

園
屋
敷　

ひ
と
み

竹　

内　

絹　

子

山　

下　

五　

男

梅　

北　

四　

郎

小　

牧　
　
　

亨

松　

山　

一　

郎

久　

保　

ミ　

チ

小　

田　

琢　

朗

堀　

内　

隆　

司

比
知
黒　

建　

一

畑　

中　

キ
ミ
子

山

口

俊

博

豊　

重　

繁　

秋

小　

牧　

信　

哉

入　

佐　
　
　

彰

前　

田　

國　

廣

金　

澤　

ツ
ル
子

中　

倉　

敬　

二

永
島
田　

一　

法

笹　

山　

孝　

治

田　

中　

次　

男

江　

口　

綱　

孝

久
保
田　

一　

広

尾
ノ
口　

ア
ツ
子

津　

曲　

勝　

彦

伊　

迫　

優　

子

九　

町　

輝　

文

上　

村　

智　

子

安　

庭　

ナ
リ
子

安　

藤　

め
ぐ
み

上
穗
木　

理　

俊

福　

原　

順　

子

重　

吉　

秀　

美

田　

中　

政　

明

城
ケ
﨑　

良　

一

林　
　
　

重　

子

石　

田　

時　

江

平　

野　

順
一
郎

上　

山　

千
代
子

川　

尻　
　
　

豊

福　

原　

利　

男

西　

山　

幸　

吉

髙
風
聞　

利　

廣

寒　

水　
　
　

尚

尾
ノ
口　

幸　

夫

津　

曲　

勝　

義

西
青
木　

エ
イ
子

九　

町　

ノ
リ
子

上　

村　
　
　

隆

安　

庭　

利　

幸

城　

園　

政　

信

上
穗
木　

ハ　

ル

福　

原　

一　

二

重　

吉　

ム
ツ
子

田　

中　

光　

雄

城
ケ
﨑　

カ
ズ
子

林
　
　

徹

石　

田　

堅
三
郎

平　

野　

マ
ス
エ

上　

山　
　
　

始

川　

尻　

マ
リ
エ

福　

原　

テ
ル
子

西　

山　

ト
シ
子

髙
風
聞　

マ
サ
子

寒　

水　

ヒ
サ
子

北　

田　

武　

男

渡　

邉　

利　

子

北　

田　
　
　

忍

渡　

邉　

俊　

二

鹿
屋
地
区

吾
平
地
区

輝
北
地
区

串
良
地
区

鹿
屋
市
外
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社協だよりの次回の発行は2026年５月の予定です。

広告掲載事業をご利用いただきありがとうございます。広告コーナー

社協事務所連絡先一覧
【本　　所】 〒 893-0009　鹿屋市大手町 1 番 1 号

（リナシティかのや 2F 福祉プラザ内）
☎ 0994-44-2951　FAX 0994-44-7757

【本所分室】 〒 893-0006　鹿屋市向江町 29 番 2 号
（鹿屋市社会福祉会館内）
☎ 0994-42-7188　FAX 0994-42-7355

【吾平支所】 〒 893-1103　鹿屋市吾平町麓 2955 番地 1
（湯遊ランドあいら敷地内）
☎ 0994-58-8860　FAX 0994-58-8870

【輝北支所】 〒 893-0201　鹿屋市輝北町上百引 2100 番地 1
（輝北ふれあいセンター内）
☎ 099-486-0777　FAX 099-486-1333

【串良支所】 〒 893-1602　鹿屋市串良町有里 507 番地 1
（串良ふれあいセンター内）
☎ 0994-31-4400　FAX 0994-31-4401
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